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熱帯農業研究センター

（ノ、ノイ郊外の水田裏作牛腹英夫）

CGIAR最近の動き

森林・アダロフォレストリー研究をめぐって

松井光浩

CGIAR (Consultative Group on International Agri-

cultural Research＝国際農業研究協議会）は途上国を対

象にした国際農業研究機関の研究、運営を総合的に支援する

ために1971年に創設され、出資する40を超える園、国際協力

機関、世界銀行、 FAOなどで構成きれている 。 日本は国が

メンバーになっている。

現在、傘下に13の国際研究機関があり、そのうち10機関は

米、麦・トウモロコシ、イモ類など作物別にクローパルな研

究をやるものと、地域のセンターとして、作自の研究と同時

に営農システムの研究を行うものとがある。他の 2機関は政



策研究など社会科学研究を、また、 l機関は遺伝

資源収集保存の研究を行っている。

既に多くの作物、とくに米、麦については品

種改良の成果で途上国に大きく 貢献し、緑の革

命と称されている。

しかし、近年、良好な農耕用地開発の余地は

少なくなる一方、地力の低下も多くみられ、途

上国における食料、農業問題の将来に危倶が感

じられ始めた。

そこで、TAC(TechnicalAdvisory Comm-

ittee=CGIARの技術諮問委員会）では、ここ

数年来CGIAR活動分野拡大の可能性を、既存

及び新研究分野を含めて検討して来た。

1990年 3月のTAC委員会では、バナナ類、

サハラ以南アフリカにおける家畜病、漁業及び、

水産養殖、天然資源管理、林業、作物保護、各

国立研究機関との関係等について個別に小委員

会で検討が進められた。1991年11月のCGIAR

総会では、 TACの研究分野J広大についての総

合リポートに基づいて論議が進められ、他のい

くつかの研究機関や分野とともに、Agrofore-

stryと森林研究分野が傘下に組み込まれること

が決定された。その他、 TACは農業研究の背

景分析に基づいて、傘下研究機関の再編につい

ても意見を出し、その方向が認められ更に具体

的な検討が求められた。その一つは、作物の増

産思考よりは、安定生産に、また、その目標は

食料の自給よりは、むしろ自助に重点を置くこ

と。ここで言う自助とは、国民に必要とする食

料は自国産の物か、または、不足する食料の輸

入を可能にする輸出用作物で賄う能力と定義す

る。

この考え方は、新しく打ち出した、生態地域

区分とも関係ヵ、ある。土地利用は、各地域の生

態的特性に強〈影響を受け、作物の生産性は環

境条件に左右されることも明らかになっている

から、特定作物の増収に努力することは勿論で

あるが、地域の生態的な特性に合わせて作物を

選び、地域毎に適合した農業システムを構築す

る方が合理的である。そのための生態地域区分

と、適合作物について目下検討が進められてお

り、近く CGIARに提案される予定である 。
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森林の問題は、天然資源管理に関連して検討

が進められたが、その基本的考え方は、土地利

用の合理化と、地力維持であった。その目的は、

作物の安定生産と、森林の利用による地域経済

への寄与であった。その結果、土地利用におけ

る森林の需要性の概念が生まれ、研究は、畑の

中の一本の木から大は天然林にわたる一連のも

のとして取り扱われるべきと考えられた。そうな

ると、現在Agroforestryの調査研究を行って

いるICRAF(International Council for 

Research in Agroforestry ）を拡大して天

然林に及ぶ研究をカバーするのが合理的と考

え、提案されたが、採択されたのは、これに新

設研究所を含めた二つのセンターであった。現

在、新設センターの規模、設置場所、 ICRAF

との業務調整などについて、ワーキンググルー

プで検討されており、 1991年 5月の年央総会で

具休化されることになっている。

新設されるセンターの内容は、その設立とと

もに検討されるであろうが、 Agroforestry及

び森林研究に期待されることは極めて多い。と

くに研究体制についての期待は大きい。

現在、最大の森林問題は“Deforestation”

である。FAOの定義によれば、森林が森林以

外の用途に転換されることを指す。転用先は農

地が最も多く、次いで放牧地である。

森林下では、土；援表層部に有機物及び各種養

分が蓄積され、土壌微生物、動物などの作用に

より土壌は膨軟となっているから、移動耕作は

極めて合理的な農業システムと考えられるが、

熱帯降雨林地帯では地力の消耗が激しく、長期

間の耕作は不適当である。永久耕地として利用



するには、好適土壌を選び、地力維持努力を続

けなければならない。現実は地力を使い果たし

放棄されているものが多い。

そこに、耕作と休閑を繰返す移動耕作を同時

立体的に組合わせたAgroforestryによる、地

力維持、侵食防止への期待がもたれている。そ

の研究には、農業、林業の専門家の他、社会学

者や経済学者による協同研究が不可欠で、その

体制作りが重要となろう 。とくに、研究成果の

現地適用については、該当する国の研究機関の

役割が重要で、 TACの案でも研究資源の70%

は地域または固め研究所に配分することにして

いる。

熱帯降雨林は重要な環境資源であると 同時

に、勝れた木材資源であるが、構成樹種が極め

て多く、市場性のある木材は少ない。一般に、

抜き伐りされ利用されているが、後継有用樹の

保続が難しい。木材資源としての価値が低下

すれは＼他用途に転用され易い。熱帯林を利用

しつつ地域経済に寄与するための技術研究は重

要なDeforestation対策である。これも専門分野

聞の協力が期待きれるわけで、熱研の新しい協

力分野となろう 。

（熱研顧問、TAC委員、大日本山林会副会長、元

林業試験場長）

ベトナムを訪ねて

昨年12月海外調査に熱研としては初めてベト

ナムを訪れた。i賓村邦夫研究技術情報官と二人

で、出発直前までかかつてようやく入国ビザを

手にし、訪問先の研究所の一部の返事を得ただ

けでベトナム入りすることになった。伝もない

ため、ハイノに着いてから、あちこち、外人専

用ホテルを探した。足となる車と運転手をホテ

ルで調達できたのは好運だった。農業省では熱

研からの公文が届いていない由、これは公文の

宛先が農業省研究関係部であったためで、ベト

ナムの農業省内宛の場合国際協力部を通す必要

があることカ、判った。急きょ、国際協力部で受

け入れたことにしてもらい、副部長CHUONG

さんに外務省をかけずり回り、農業省傘下の研

究所に連絡をと っていただいた。そのお［；壬で、

スムースに全てが運んだ。

ハノイでは、旧フランスの時代の美しい街並

みの面影を、古い建物と穆蒼と繁った大きな街

F 路樹に感じることができたが、街並みに賑やか

さが少なく、 12月で曇’りがちの日の多いハノイ

をやや陰気に見せていた。これは南のホーチミ

ン市の明るく賑やかな街並みと対象的であった。

ハノイでは農業科学研究所とハノイ第一農業

大学を訪ねた。南でもそうであったが、共通し

て建物が古く、実験施設、機械、器具等がほと
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んどなく、実際的な研究が中心で、研究費の不

足を補うため、大学では組織培養でウィルスフリ

ーのパレイショの種いもを生産販売していた。

ハノイ郊外の水田後作にはサツマイモ、 トウモ

ロコシ、パレイショ等が栽培され、さらにノ〈レ

イショ畦の端に葉菜類が植え付けられ、耕地利

用の積極性が感じられた。

ジェ ット機で約 1時間南下したホーチミン市

では、南ベトナム農業科学研究所をベースにし

て、そこの現地の農業及び畜産研究センタ一、

農林大学、そこから南西170kmのクーロンテル

タ地帯のまん中にあるカント一市のカント一大

学農学部、更に南20kmにあるクーロンテルタ稲

研究所などを訪ねた。ここでもワインの製造・販

売等を行って、不足する研究費のねん出に苦労し

ていた。これらの農業省の研究所と大学は、こ

の広大なクーロンデルタの農業発展を共通の目

襟とした研究活動を行っていることであった。

ホーチミン市からカン卜一市へ行くには車し

かない。途中40を超えるメコン河の中小クリーク

は橋で結ば、れているが、そのうち 2ヵ所の満々

と溢れんばかりの大支流は、フェリーでi度らな

けれは‘ならない。

稲研究所では既に12の新品種を育成し、水稲

を中心とした農 ・林 ・水を組み合わせたファー

(6ページへ続く）
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パインアップル遺伝資源の試験管内保存法

熱帯地域における貴重、希少な遺伝資源の急

激な減少は現在、世界的な問題として、その対

策の確立が求められている。

熱帯農業研究センター沖縄支所ではこのこと

の重要性を管景に、育種強化研究の一環として、

1985～ 91年の問「ノぞインアップノレ遺伝資源の試

験管内長期保存法」の確立に取り組んできた。

ノぞインア ップルの品種保存はこれまで、生長

したえい芽、吸芽、冠芽等を採取し、それらを

圃場に植付、栽培すること によって行なわれて

きた。この方法には、（革本や果実等を観察し

ながら苗の採取を行なうため）遺伝的に安定し

た健全な種苗を保存できるという長所がある

が、一方、台風、早魅等による保存品種消失の

危険が大きく、さらに広い圃場と多くの労力 ・

費用を必要とする短所がある。

そこで、この研究では草本の節部に着生して

いる)J夜芽を無菌培養して生長させ、数枚の展開

葉を持つ幼植物となった時点で生育｜限界温度に

近い低温下に移し、生長を抑制しながら培養す

ることによ って長期的保存を実現しようとした。

初めに、スムースカイエン種 （缶詰用の普及

品種）と 、クイーン群の代表的品種イエローモー

リシャスの吸芽に着生している版芽を、5～ 7

%のショ糖を添加 したMSホルモンフ リー培地

を用いて16℃で培養することによ って4年聞の

4年間移植なしで保存された肢芽

保存を実現した。しかし、この方法では生長し

て幼植物となる個体の割合が低かったばかり

でなく 、アマレロ群のブラ ンコや A.aηαηαso

ides （野生種）等のJlj主芽は生長しなかった。

そこで、供試する肢芽を極若い冠芽の各節部

から採取したところ、比較的穏やかな殺菌条件

(70%エタノール5秒間、 2%:1:鼠素液 5分間）

で

で、幼植物となつた。

これらの結果はノfインア ップル遺伝資源の確

実な保存が、組織培養を利用した試験管内保存

によって省力的に実施しう ることを示している。

（沖縄支所作物育種研、杉本明 ・松岡誠 ・中川

仁 ・山口勲夫 ・加藤民次郎 ・中野寛）

議毅鱗
中国雲南省の梗稲栽培地帯を対象にした

いもち病菌レース判別体系
雲南省は栽培稲の起源地の一角を占めると考

えられている。同省では標高100mから2700mに

至るまで稲栽培が行われてお り、 1500m以上の

梗稲（ジャポニカ型イネ）栽培地帯ではいもち

病の被害が大きく、抵抗性品種の育成が強〈望

まれている。抵抗性品種の育成とその効率的利

用を図る目的でいもち病菌の系統（レース）を

判別する体系を以下の方法で作った。

同省の綬稲226品種に、日本のレース判別品

4-

種で類別した病原性の異なる 14菌株を接種した

結果、 9群に大別された。その内の8群はそれ

ぞれ十 、Pi-a、 Pi-i、 Pi I?、 Pi-le問、 Pita、

Pi b、Piーがの真性抵抗性遺伝子を単独で持っ

か、または併せ持っと推定され全体の96.5%を

占め、残りの 1群は全菌株に高度抵抗性を示し

た。各遺伝子を単独で持つ品種を判別品種にす

るために、9i洋の中から抵抗性の弱い22品種を

選び、多数の菌株を接種して、異なる単一の迂t



伝子を持つと推定された次に記す 8品種、全菌

株に高度抵抗性を示した 1品種、計9品種を判

別品種に選び日本のレース判別体系に準拠した

判別体系を策定した。

レース判別品種 ：①麗江新国黒谷（抵抗性遺

伝子＋、コード番号 1）、②雲梗20号（Pia、2)

③7907-1 (Pi i、4）、④昆明硝子谷（pi-k、10）、⑤

ツユアケ（Pi-km、20、日本品種代用）⑥042685 

( Pi-ta、.40）、⑦8212( Pi-zt、 100）、③合系16

号（Pi b 、200）、⑨子預44（不明、400）。レース番

号は接種したい もち病菌が擢病型病斑を形成し

た品種のコード番号の総和で表した。

本研究によって品種の圃場抵抗性検定、品種

の栽培普及に必要な レース分布調査が可能に

なった。 （岩野正敬・李 家瑞・李 成雲・孔平）

いもちの発生の異なる水田園場

晩婚麟j 熱帯畑土壌における有機物の長期連用効果

熱帯の自然のもつ最大の特徴はその生物活性

および生産性の高さであるが、同H寺に 、熱’出畑

作では、土接生産力が急激に低下する。

熱帯皮業研究センタ は、タイ国炭業局と共

同で、堆JJ巴、園場残J査、縁日巴作物等の長期j主用

が土主誕生産力に果たす役割についての研究を開

始し 、現在15年目を迎えている。

熱帯畑土壌では、有機物の分解が速く 、土壌

粒子の分散性が高く、また、降雨強度が大きい

ため、多量の表面流去水発生による士接侵食カ、

生ずる。作物残j査、雑草等のマルチングは土峻

侵食防止および雨水の浸透促進効果をもっ。

トウモロコ シへの稲わらマルチ施用

-5一

有機物残｛室長Jtfj:ifil用は土壌の物理性を改善す

る。 とくに水分保持量をi首加させ、土擦が膨軟

化し、保水性、透水性が徐々に改善される。

熱’H干の畑土撲では、高温、過湿過l；吃条件下で

作土の有機物のiドit毛がきわめて精しいだけでる

く、者f干i＇［養分の流出 .i容！悦も激しし、。，手目士Ill化に

｛半う /j巴沃度成分の変動については、表土の有機

物含量が／，月州IIl年後で半減、全窒素、リ ン階、

取基含量は、 5年後には当初の30%以下に減少

する。堆/j巴（20t/ha）連用回場の土嬢有機物

含量は、当初 5年間は10～13%であるが、そ

の後急激に増加lし始め、 8年～14年後には2.6 

～3.0%で安定化する。圃場にすき込まれた有

機態室素の無機化は、 C/N比44以上では生じ

ないが、 C/N比18では有機1広三塁素の20%が無

機化する。土撲の全窒素含量、易分解’ti:室素含

量、バイオ7 ス窒素含量は有機物施用 5年目以

降から徐々に地加し始め、熱’市においても有機

物を長期連用すれは土壌窒素JJ巴沃度は全体とし

て向上する。有機物の施用は有害k」i！虫の抑制に

も有効である。施肥効果は作物残法？ ｝レチによ

り一層高ま り、トウモロコシの生育は安定化し、

高い収量水準を維持することヵ、できる。

（井上隆弘 ・渡辺光El召・上町’義視 ・上原洋一 ・

仲谷紀男・樋田幸夫）



(3ベ ジからの続き）

ミンクシステムの実証試験を行っていた。全て

の研究者は英語で発表するよう仕向けていると

いう、所長のDr.Luatは圃場を案内しながら 、

水田に入って仕事をしている研究者に英語で声

をかけ、これに答えている研究者達に、他の国

とはひと味ちがったものを見たような気がした。

メコンテルタの大稲作地帯では、発芽したは

かりのものから収穫中のものまで周年的な水稲

栽培がみられ、ほとんどが直播であった。わず

かに後作に西瓜が導入されていた。また、広大な

硫酸酸性土壌地帯にはユーカリとメラロイカが

植林されつつあったが、この地帝の改良がさら

に今後の課題である 。今、メコンテルタでは

水稲のトビイロウンカの新バイオタ イプとRed

stripe symptomの新病蓄の発生が問題と

なっていた。

現在、ベトナムでは刷新政策の下で改革が

すすめられているが、研究設備は貧弱で投資を

必要としている。これは、ソ速の財政支援が減

り、ついに途絶えたことが大きく関わっている。

財政的な困難から研究所あるいは大学では資金

獲得のための営業活動をせざるを得ない状況で

あり、研究に専念できる状態とは言えない。し

かし、いずれの研究所、大学も日本との共同研

究または研究支援に対する希望が強〈、研究者

は前向きで、日本への研修を強〈望んでいる。

（調査情報部、牛)j易英夫）

シンポジウム等

0熱帯農業専門分野別研究会（分13回）

「国際農業研究における情報問題」

日時 ：平成3年 1月18日

場所 ：熱帯農業研究センタ一大会議室（ 6階）

参加者 ：国立農業関係試験研究機関、大学、

。第25回熱帯農業研究国際シンポジウム

平成 3年度の熱研国際シンポジウムは下記の要

領で実施する予定です。

テーマ ：「熱帯における飼料資源の開発利用と反

努家畜の栄養・生理分野における諸問題」

公団、財団、協会、民間等 78名 (Utilization of Feed Resources in Relation to 

0平成 2年度熱帯農業試験研究推進会議

日時：平成 3年 3月18日～19日

場所：熱帝農業研究センター第 l会議室

1 ）本会議及び評価 ・情報部会

熱帯農林業に関する主要成果の検討、国

際農業研究協力に関連する諸情勢について、

重要検討事項「熱帯における地球環境問題」、

JICA農林業協力と当面の課題、森林総合

研究所における海外研究について、等

2）熱帯農業試験研究推進部会

(1）試験研究の成果の報告と検討

「熱帯における水稲二期作化に伴う病害

虫に関する研究」

①熱帯における水稲害虫の発生と被害

②稲害虫の予察と制御

(2）総合討論

熱帯における水稲二期作化に伴う病害

虫対策の問題点及び研究推進方向

Nutrition and Physiology of Ruminants in the 

Tropics) 

日時：平成 3年 9月24日（火）～26日（木）

会場：研究交流センター

干305茨城県つくば市竹園220 3 

(TEL) 0298-51-1331 

1日目と 2日目はシンポジウム、 3日目はエク

スカーション ・ツアーを計画しています。

シンポジウムは1カントリー・リポート （タイ、7

レーンア、インドネシア、フィリピン、中園、インド、 7'

ラジル）、2研究機関等のストラテジー （RAPA/FAQ、

ILCA、ACIARおよび熱研）、3.テクニカル ・リポート

(13の報告）の 3つのメ イン・セ ッションから成り、

それぞれ発表が行われます。

連絡先：熱帯農業研究センター

6一

調査情報部長 大野芳和

( TEL )0298-38-6304 

海外研究交流科長山下忠明

( TEL )0298-38-6335 
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0異動関係

平成3年 1月 1日付

調査情報部研究技術情報官（九州農業試験場商産古I,栄自主生理研究室長）

宮重 俊 一

平成3年 3月31日付

定年退職（ i'I＇純支所） 玉城三日I¥
定年退職（日「先第一部王任研究宮） 勝吉｜； 利弘

定年退職（研究第一部主任研究宕） 山川 一弘

定年i且職（ i'I•純支所世代促進研究室長） 石坂 昇助

平成3年4月1日付

会計課海外会計専門官（果樹試験場興津支場庶務謀長） fl,］生 勝之

会計課！a.'ft係長（農業生物資源研究所総務官I＼庶務諜庶務係長）

山本 i害義
庶務課庶務f;f，長（食品総合研究所総J務部/.!I'務諜厚生係長）

波法 if.¥ 

会，，n県（股業研究セノタ 給J若部用I主，＼ ） 小野寺達也

加務課（新規採用） 久保田克則

研究員1一部（民業生物資湖、研究所企画連給笠） 中内： 秀雄

i'I＇純支所（ JLナ｜｜農業試験場向II地利Ill古川 吉ff/ 克彦

研究第一部（新鋭it用） 小松 殴

れ，，純支所（$Ji胤採用） 平間正和

研究第一部主任研究官（食品総合研究所食，＼M九会部w：，蔵書虫研究室長）

桑原雅彦

＂＇＇制支所世代促進研究室長 （農業生物資似研究所遺伝資源第一古I＼主任

研究·1~＇ ） 長崎 司

研究第二部玉任研究官（農業jjjf’先センタ一作物第一書店主任研究官）

？与製純一

0海外出張者氏名 （平成2年11月～ 3年 3月）

氏名 所

1.研究管理l開査 川杉 .iE- 熱（，jf

若山 •)1. :!!,f,Jf 

2. 専門部門別海外調査 大田f 丹羽l 熱目ijf

中西 主ft夫 問国民試

)Jlliii民次郎 熱田f

g重俊一 熱目ijf

属

大東 昔、 熱［，Jf沖縄支所

佐 藤 義 彦 よIUMJ式

3.長期在外研究 今回忠!f) 家m，；式（併）熱研

説日l Iょう包 タ九日f

；，，正i畠 RK 熱f,)f

村、 尚 タλ［，)f

行凹 Jし彦 熱田f

」二世f i民4見 熱jjjf

訟判事EA 熱p)f

中型f i[lijj タλjjjf

伊丹生 ーキ ?.M庁

名目l 間一 熱研

諸問腹手！ 熱研

H長野明t丈 野来 ・茶試盛岡

支持；

中チ｜ f昌 熱田f

問問慾幸 費九石ijf

工雌 1埼 3九五Jf

型／・旺l千代ー 熱jj)f

友間 態 彦 熱田f

4.短期在外研究 小川 ,n文 牒研センター

f:Jf,J/i •Jl.fま タ九日f

河津信一日II 家f~j試 （ fjj ） 品研

動 き
研究第二部（東北股業試験場水田利用部） 春日立 嘉弘

基盤技術研究部王任研究官（選考採用） 高木 洋子

研究第一部（選考係周） 市｛相克也

股林水産技術会議事務局主げ長謀説、長補佐（会計諜海外会計司’門官）

若止l il. 

食品総合研究所総務部会計課施設管理係長（会計課監査係長）

宮本 手口男

農業生物資湖町f’先所総務部業務管理謀業務係長（庶務諜m"M係長）

/.':i梨元！封

農林水産技術会議事務局準備課（会計課） 滞回 直人

農業生物資源研究所企画連絡室（研究第一宮I¥J 術回 一郎

東北農業試験場企画連給室（；中縄支所） 悶村 恒

北陸農業試験場水田利用部病害研究室長（研究第一部主任研究官）

山元 剛

農業研究セ／タ 作物第一部主任研究官（調査情報部主任研究’日）

志村英二

食店t総合研究所食，＼＇，＇，保全部 1!1＇蔵害虫研究室長（研究第 一部主任研究官）

＂＇＂北宏
東北農業試験場企図ill，持室研究技術情報官（研究m，二百II主任研’先＇ffi¥')

金谷 i':' 
中国民業試験場畑Ill也利用古I＼施設栽培研究室長（i'I＇利支所作物持人法培

研究室長） 花聞 俊雄

会計諜（庶務，iJ 天悶和彦

研究第一部主任研究官（基盤技術研究部主任研究・110 値回 幸夫

研究第－ffli主任研究＇I'＼＇（，，，盤技術研究部主任,Jf究’白） 雌辺 久男

調査悦輔i古｜；（企画Ji!!!給主Jrt農業環境技術研究所併任） 木浦 市，；f,
派迎mwn延長（平成 5.！ド3月31日迄） （研究第一部付） 池悶 良一

先 ；ιiii WI !BJ 

マレイシア、タイ 3 4 3～3 4 17 

タイ 3 3 13～3 3 .28 

イギリス、 ドイ y 3 3 .24～3 4 18 

ノルウェ一、スウェーテン

ベル一、コロンピア 3 3 18～3 4 15 

ポリビア

ペJレ一、コロンビア、 3 3 18-3 4 15 

ポリビア

回サモ7、 トンガ、 3 3 .25～3 4 7 

ニュージーランド

インドネンア、タイ 3 2 .24～3 3 .27 

タイ 3 3 3～3 3 .27 

ケニア、イギリス 3 1 13-3 7 .27 

，，，；，広人l(cl七千UIII 3 I 17～3 4 .30 

ナイジエリア 3 I 19～3 3 .28 

タイ 2 12.25-3 5 15 

マレインア 3 2 I～3 7 2 

タイ 3 2 7 -3 8 .23 

7 レインア 3 2 10～3 9 2 

ペル一、アメリカ合衆国 2 9 6～3 3 4 

7 レインア、 yノガポール 3 3 13-3 11 16 

インドネンア

コロ／ピア 334-374  

7 レインア、タイ 3 3 .13～3 8 6 

中華人民共和国 3 3 7～3 5 .26 

，，， ~1：人t，：共和国 3 2 18～3 7 7 

タイ 3 3 6～3 8 7 

マレインア 3 3 .28～3 9 5 

タイ 3 3 13～3 8 .23 

タイ ( 2 11.29～ 2 12. I 7 
3 1 5 -3 3 14 

7ィリピン 3 1 14～3 1 19 

ペlレー 2 12. 17～ 2 I 14 

ケニア、 7ランス、イギリス 3 I 13～3 3 14 

7一



熱研と国際パレイショセンター（CIP）との共同研究

ペルーというとジャカイモの原産地であるア

ンデス山脈とそこに栄えたインカ帝国を思い浮

かべる方が多いと思われるが、国際ばれいしょ

センター（CIP）の本部は太平洋に面した海岸

砂漠地帯のリマにある。ベルーは砂漠、渓谷、山

脈、高原、ジャングルと変化に富んだ気候条件

を持つ国で、多種多様な作物、野菜、果物が作付

られており、それらの中にはわが国で知られて

いないものも多い。ベル一国内各地にある CIP

の試験地は、それぞれが世界のいろいろな気候

を代表できるため、園場での新技術の評価が迅

速かつ経済的に行える 。 これがCIPがペルー

にあるひとつの理由である。

CIPは現戸斤長のRichardSawyert専てとによ っ

て19 7 1年に創設された。 19 7 2年に国際牒業

研究協議会（CGIAR）傘下メンハーとな り、

ジャカイモを唯一の研究対象としてきたが、 19

85年からサツマイモも取り扱うこととなった。

現在ではGTZ （ドイツ政府プロジェクト ） と

IBPGR（国際遺伝資源理事会）との協力にお

いて、アンデス高地特有のいも類であるオユコ、

マシュワ、オカなども研究対象としている。CIP

には現在日本人も含め80人ほどの研究者がお

り、その約半数がリマの本部で、他は全世界に

広がった地域ステーションで研究している。

CIPのサツマイモ園場

熱研ニュース Vol2 No. 1 

熱研と CIPとの共同研究はサツマイモのウ

イルスに重点をおいて1989年 9月に始められた。

サツマイモの起源はメキシコからペルーにかけ

てのどこかであると考えられており、熱研はこ

の地域には遺伝的な多様性が存在しておりウイ

ルス等に抵抗性を持つ品種や野生種を発見する

チャンスがあると考えている。そしてこれらの

材料を用い育種や遺伝子工学的な手法によ って

サツマイモの改良に貢献することが期待されて

いる。

ウイルス病はサツマイモの収置を低下 させる。

この被害は数磁のウイルスの重複感染によりさ

らにひどくなる。サツマイモのウイルスの性状

はまだ充分に明らかにされていないばかりか、

病原体すらわかっていない場合も多い。現在私

たちは未記載のウイルスの性状解明に努力して

いるが、サツマイモ中でのウイルスの増殖が遅

いこと、ウイルス粒子の純化 を妨げている物質

が存在することなどにより必ずしも容易な仕事

ではなし、。このようなことからサツマイモのウ

イルスはこれまであまり研究されていなかった

のかもしれない。ひとたびウイルス粒子が純化

されれは＼検出技法やその後の研究に血清学的

手法や分子生物学的手法を適用することが容易

となる。そして各固めサツマイモの問題解決の

ためにその成果を普及できる。 この目標を達

成するために、日本の技術的 ・財政的援助を

得てCIPの資源とシステムが活用される 。

これがこの共同研究の利点であり、サツマイ

モの発展に貢献できると考えている。

ウイルス病は植物検疫上の迎由でサツマイ

モの国際移動の障害 とな っている 。CIPは

II佐ーのサツマイモ研究の国｜僚センタ である

ため、全世界にサツマイモのill伝材料を配布

する責任があら。CIPはウイルスを含めた

病原体の検定システムを1ilii立しない限りこれ

らの材;/SI－を配布することができない。この点

からも私たちの仕事は急を要する課題であ

る。 （中野正明）
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